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研究成果の概要（和文）：本研究は，航空写真に記録されている過去の斜面崩壊について最新の技術で復元し，
歴史的な崩壊分布図を作成することを通して，将来の崩壊発生地点の予測を検討することを目的とした。すなわ
ち，歴史学と地理学，情報工学を融合させ，戦後に発生した斜面崩壊を三次元で地図化し，それらを踏まえて将
来の発生予測を検討するものである。2018年7月の西日本豪雨に伴う斜面崩壊の分布とともに，それ以前に発生
した1945年，1967年，1999年の斜面崩壊の発生場所を地図に詳しく記載した。また，現地調査を行い，崩壊地形
が75年を経ても残存していること，源頭部が次第に埋積されているを示した。

研究成果の概要（英文）：We revealed the characteristics of the distribution of slope failure caused 
by the 2018 west Japan heavy rain event. Slope failures that occurred in this area have been 
recorded in aerial photographs since 1945. We depicted the distribution of paleo-slope failures 
using the ortho photographs processed from vintage aerial photographs. The slope failure that 
occurred in 1945, 1967, 1999, and 2018 are located on the different sites of the first order valley.
 In the field, we could identify the collapse topography that even formed in 1945. However, the 
older ones were buried with the fine sand from the slope, compared to relatively young ones in 1999.

研究分野： 地理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
斜面崩壊が発生したことを記録した航空写真を用いて，発生場所を詳しく地図に記載できること，過去の斜面崩
壊の分布が相補的であることを明らかにした。また，過去数十年の斜面崩壊の歴史を，谷に残された地形から検
討できることを示した。斜面崩壊を歴史的に明らかにする調査研究についての重要な指針を示したと考えられ
る。また，斜面崩壊が発生した場所の被災直後の写真を収拾し，その位置を特定した地図を作成した。このよう
な古災害を示した地図をディザスターマップと称し，例示した。今後の防災活動や災害予測に資する資料として
積極性に作成される契機を作ったと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（1）2018 年西日本豪雨による斜面崩壊の発生域を地図化する調査を行い，そのなかで，す
べての谷が崩壊せず，選択的に崩壊していることに気付いた。崩壊しなかった谷について，
予察的に検討したところ，1945 年枕崎台風による斜面崩壊の発生場所に一部が一致するこ
とが解った。すなわち，斜面崩壊は歴史的に相補的な分布の関係にある可能性があると考え
られた。 
 
（2）一方，斜面崩壊の歴史的な実績は，地図として記載されているものは極めて乏しい。
そのため，系統的に相補性を検討した研究は見当たらない。そこで，本研究では航空写真ア
ーカイブを用い，斜面崩壊について地図化することを思い立った。 
 
（3）情報工学的な技術の進歩に伴い，画像さえあれば地形図や正射画像が比較的容易に研
究者自身で作られるようになった。さらにそれらを地理情報システムで分析することで，系
統的・網羅的に相補性の関係を地理的に明らかにすることが可能である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，航空写真に記録されている過去の斜面崩壊について最新の技術で復元し，歴史
的な崩壊分布図を作成することを通して，将来の崩壊発生地点の予測を検討することを目
的とする。すなわち，歴史学と地理学，情報工学を融合させ，戦後に発生した斜面崩壊を三
次元で地図化し，それらを踏まえて将来の発生予測を検討するものである。斜面災害に関す
る従来の学問分野とは全く異なる歴史的な視点から，地理学的に予測する手法の開発を検
討する萌芽的な課題である。 
 
３．研究の方法 
 
（1）終戦直後に米軍が撮影した空中写真を含め，広島県で発生した 1945 年，1967 年，1999
年などの斜面災害発生時の画像アーカイブを収集する。 
 
（2）画像をもとに，SfM-MVS ソフトウエアを用いて地形モデルを生成し，災害後の各年代
の地形図，正射写真を作成する。 
 
（3）航空写真を実体視し，また斜め撮り航空写真を判読し，崩壊発生領域を認識して，正
射画像に詳細に記して各年代の崩壊分布図を作成する。 
 
（4）地理情報システムを用い，崩壊発生領域の場所の特性を分析し，2017 年までに崩壊の
発生していない領域を特定する。2018 年 7 月の豪雨に伴う崩壊場所の特性を把握し，戦後
の歴史を通して分布が相補的であるかどうかを実証的に検討する。 
 
（5）歴史的に崩壊した場所について現地調査を行い，斜面堆積物の厚さの違いを確認する。
これにより，崩壊地形の埋積過程を検討する。 
 
４．研究成果 
 
（1）2018 年 7月西日本豪雨に伴う斜面崩壊分布図の作成 
（後藤ほか, 2019；広島大学平成 30 年 7 月豪雨災害調査団（地理学グループ）（2019）） 
2018 年西日本豪雨による斜面崩壊の発生域について，広島県南部をすべて地図化するこ

とができた。その成果としての地図や地理データは，機関リポジトリ（後藤ほか, 2019）お
よび，公益社団法人日本地理学会の Web（広島大学平成 30 年 7 月豪雨災害調査団（地理
学グループ），2019）を通して公開し，永続的に閲覧可能な状態となった。 
 
（2）西日本豪雨による斜面崩壊の特徴と発生要因に関する地理学的検討 
（Goto et al., 2019；熊原・後藤，2020 など） 
上記の斜面崩壊分布図をもとに，崩壊発生要因について GIS を用いて地理的に分析を行

った。地形の起伏や地質とは分布の相関が見いだせず，豪雨の強度が大きく関わっている可
能性が指摘できた（Goto et al., 2019）。また，一定標高よりも下層から崩壊が発生してい
る場所が確認され，雲底付近での降水現象と関係している可能性が指摘できた。 
研究代表者と分担者をオーガナイザーとして，2019 年地理科学学会の秋季学術大会にお



いて，「平成 30 年 7 月豪雨災害から学ぶ―西日本各地の調査報告と防災教育への手がかり
―」と題するシンポジウムを開催し，西日本各地から災害の状況や背景，防災教育に向けた
災害の記録や備えについての報告と情報の共有を行った。その成果は，雑誌「地理科学」の
第 75巻 3号に特集号としてまとめられた。これにより，西日本豪雨の被災状況について地
理的特徴や地域的な違いが一覧できるようになった。 
 
（3）西日本豪雨による災害記録地図の作成とディザスターマップの提唱（後藤ほか，2020） 
 東広島市を対象に斜面崩壊が発生した場所の被災直後の写真を収拾し，その位置を特定
した地図を作成した。このような災害を記録した地図をディザスターマップ（災害記録地図）
と呼ぶことを提言した。災害発生前に予測を記したハザードマップと区別することで発生
前後の関係を理解しやすいと考える。過去の災害（古災害）を調査したり，地図を用いて共
有する作業は，地域の防災を主体的に考えることに繋がると期待される。 
 
（4）戦後の斜面崩壊発生履歴の地図化と崩壊地形の埋積過程（岩佐・熊原，2019 など） 
 2018 年以前に，東広島市で発生した 1945 年，1967 年，1999 年の斜面崩壊を対象に，当
時の様子を撮影した空中写真から地形モデルおよびオルソ写真を作成し，崩壊した場所を
詳しく地図に記載した。このような作業を通し，本地域では 75年間の斜面崩壊の免疫性が
あることが示された（岩佐・熊原，2019；岩佐，2022）。 
現地調査により， 75 年を経ても崩壊地形が残存していること，源頭部が次第に埋積され

ている様子が観察された。また，地上 LiDAR を導入し，地表形態を cm オーダーで正確に三
次元計測できることが確認された（山中・後藤，2022）。これらにより，斜面崩壊の歴史と
地形を踏まえ，崩壊発生予測に繋がる研究を行うことができた。斜面崩壊の発生履歴につい
ては緒に就いたばかりであるが，今後，古文書等の史料のみならず，詳細な地形データから
第二次大戦よりさらに古い斜面崩壊を特定できる可能性があると考える。 
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